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 再開局した年の 1990 年に購入した、ＩＣ－７２６Ｓが数年前から調子が 

悪くバンドに依っては、受信感度が極端に悪かったり、送信出来ない故障が 

出始めました。 

５０mhzのバンドはなんとか、送受信は出来ていましたので、修理もせずに、

２年～３年経過していました。今年のニュ－イヤ－パ－ティ－が終わったこ

ろから、ついに５０Mhz の送信も不調となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目視でＴＲやコンッデンサ－の破損状況が分かる程度であれば、不良の交換も

出来ますが、故障箇所を特定するには、ＳＧやシンクロなどの測定器が必要で

あり、残念ながら自分修理する事は、あきらめました。 

ＩＣＯＭのサイトで修理可能機器を調べてみたら、修理可能リストから、 

ＩＣ－７２６Ｓは有りませんでした。 

２２年も前の機械なので、しかたないかと思い、新しいリグを探し始めました。 

当局で一番新しいリグは、５年位前に購入したＦＴ－８１７で移動運用やモ－

ビル運用に使用しています。 

５０ＭｈｚはリニアアンプのＨＬ６６Ｖを付加していますので、モ－ビル運用

や車からの移動運用でもパワ－不足を感じる事はありません。 

但し、ＨＦでの移動運用はフルサイズのダイポ－ルを張って運用しますが、 

7Mhz のＱＲＭの中でＱＳＯするのは、至難の技でいつもパイルの最後か、 

ＣＱの一発目のコ-ルで取って貰える状況です。 

写真は固定のＩＣ－７２６Ｓです 

右の表示ランプも切れてしましい 

無残な姿となりました。 

Ｎｅｔで故障状況を検索して見る

とＶＣＯのＴＲやコンッデンサ－

の劣化に依りＶＣＯの停止による

故障のようでした。 

 



比較的、局数の少ない 18Mhz ではＱＲＰ５Ｗでもなんとかなりますが、や 

はりパイルになった場合は、じっと我慢で、パワ－不足を感じます。 

 当局のアマチュア無線運用は、基本的に移動運用が中心になるので、移動運

用がし易く、且つ固定でもそこそこ使えるリグを選ぶ事にしました。 

候補としては、ＩＣ-７０００、ＦＴ－８９７、ＦＴ-８５７を検討する事にし

ました。 

また、Ｎｅｔで使用状況レポート調査を行うと、ＩＣ-７０００とＦＴ-８５７

が移動用としては、人気が有るようでした。 

ＩＣ－７０００は、ＩＦのＤＳＰ付で、操作性もＦＴ－８５７と比べると直接 

釦操作が多い分、価格がやや高いといったレポートでした。 

ＦＴ－８５７は定格の 13.8V 以下の 11V 位まで正常に動作する様ですし、ＦＴ

－８５７Ｄになってからは、ＡＦのＤＳＰですが標準装備になっていました。 

 ハムショップ通販の山形の東名××、東京の富士××、岐阜のＣＱ××に、 

ＩＣ-７０００、ＦＴ－８９７、ＦＴ-８５７の見積もりを出してみました。 

予想通り、ＦＴ-８５７が３店とも一番安価であり、その中でも東名××が 

一番安価で、予算内に入っていましたので、車載のセパレ-トキットも併せて 

早速注文しました。 数日後にＦＴ-８５７Ｄが届きました。 

電源とＡＮＴを繋いで、取り説をみながらあれこれ試してみました。 

ＦＴ－８１７とほぼ同じ操作方法なので、違和感無く操作方法出来ました、む

しろＦＴ－８１７より使い勝手は良いようでした。 

また、本体とパネルがセパレ－ト出来るので、セパレ-トキットのパネル取付板

と市販のコップ立てを加工してパネルはエアコンの噴出し口に取り付けました。 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

コップ立の取付部をカッ

トして取付板にビス止め 



次に、ＮＥＴで無線局の設備追加申請をして、３週間位で審査終了になりした。 

７／２８に飯能市にある有間峠に移動運用に行きました。 

５月６月の大雨で通行不能の情報もありましたが、問題なく有間峠まで上る事

が出来ました。 

何時もの様に５０ＭでＱＲＶしてると、途中で雷が鳴り始めたので、早々にア

ンテナを撤収して車に乗り込むと、激しい雨が振って来ました。（31 局） 

 

 ８/１２、車に 7Ｍｈｚと 21Mhz のモ-ビルホイップ取り付けて自宅の駐車場

から５０Ｗ運用してみました。 

ＦＴ－８１７より応答率は良く、パイルでも 2～3 回で応答があり、2、3、5 

エリアと５９でコンタクトが出来ました。 

７Ｍｈｚのコンディションが悪いとはいえ、昼間は日本全国や中国/韓国の 

多くの局がＱＲＶしていました。 

また、２１Ｍｈｚではフィリピン在住の日本人の局と、モ-ビルホイップ５０Ｗ

で５９／５９でコンタクト出来ました。 

 ８／１９は六道山の小沢ポイントにＨＦの７/２１のＡＮＴが設置されたの

でお試し運用をしてみました。 

７Ｍｈｚでの呼び出し応答率は良く、1～2 回で直ぐに応答がありましたので 

ＣＱを出してみました、暫くはポツポツとのコ-ルでしたが、次第に多くなり 

多いときには、4～5 局からのパイルアップとなりました。 

やはり、ワイヤ－ＡＮＴとは云え、１／２λ のフルサイズダイポ－ルは威力 

があります。（7M＝21 局、21M＝1 局、50M＝２局、144M＝1 局 430M=6 局） 

六道山からの移動運用は、ＨＦも含めて運用を楽しみたいと思います。 

 

                                               終わり 


